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非上皮性胃悪性腫瘍の検討
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表１全手術胃腫傷症例429例

（Ｓ５４．１１．１～Ｓ59.10.31）
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当施設では過去５年間に４例の非上皮性胃悪性腫傷を経験した。内訳は悪性リンパ腫２

例，平滑筋肉腫２例であった。これは同時期の胃癌手術症例402例の0.99％であった。平

滑筋肉腫は全例Ｃ領域にみられ，発育型式は胃内型，混合型がｌ例づつであった。悪‘性リ

ンパ腫は全例決潰型であり，１例はＣ領域に限局していたが，もう１例は胃全体を占める

巨大なものであった。リンパ節転移は悪性リンパ腫で全例陽性，平滑筋肉腫では全例陰性

であった。生検にて非上皮性胃悪性腫傷の所見が得られたのは４例中１例のみであった。

全例に胃癌に準じた手術が施行された。われわれは平滑筋肉腫の場合でも，リンパ節転移

の可能性を否定できない以上，リンパ節郭清を含む胃切除術を施行している。
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Ⅱ対象（表１）

昭和54年11月１日より昭和59年10月31日までの５年

間に当施設において経験した非上皮性胃悪'性腫傷は４

例であり，同時期の胃癌手術症例の0.99％にあたる。

内訳は悪性リンパ腫２例，平滑筋肉腫２例であった。

全例男性であり，平均年齢は悪性リンパ腫63.5才，平

滑筋肉腫72.5才であった。

I．はじめに

胃の非上皮性胃悪'性腫傷は癌腫と比べ頻度が低く，

またその性状より術前の確定診断が困難であることが

多い。さらに治療方針も現状では報告者の間で必ずし

も一定していない。今回われわれは当施設において過

去５年間に経験した非上皮性胃悪'性腫傷について検討

したので若干の文献的考察を加えて報告する。
Ⅲ、結果

①診断（表２）

術前診断は胃レントゲン透視と内視鏡および，生検

によって行われてきた。悪性リンパ腫は２例とも生検

にて悪‘性所見を得られず，ｘ線および内視鏡所見より

BorrmannⅢ型の胃癌と診断されている。これに対し

平滑筋肉腫はｘ線，内視鏡上多少なりとも粘膜下腫傷

の所見を呈することが多く，２例とも粘膜下腫傷と診

断され，うち１例はその大きさ，中心漬傷の存在より

悪'性の診断を下している。また，生検においても２例

中１例に平滑筋肉腫の診断が得られている。

②形態，治療，予後（表３）

平滑筋肉腫は２例ともＣ領域にみられ，発育型式は

Skandalakis1）の分類にしたがい，症例ｌは胃内型，
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